
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生ふれあい教室が始まりました 
 
７月２０日（土）から本年度の「小学生ふれあい教室」が始

まりました。第１回は「人権学習」で、親切をテーマにした

DVD「ええことするのは、ええもんや！」を視聴し、主人公の気

持ちの変化を考えながら「親切って何だろう」「誰のためのボ

ランティア」などについて意見を交換しました。また、「点字ブ

ロック」について、何のためにあるのかを学び、誰もが安全に

過ごせるように生活する工夫が地域や暮らしの中にあることを

知る時間になりました。参加した

児童からは「親切は誰かに褒められるためではなく、自分で気持

ちが良くなることだと思いました」「今日の学習でこまっている人

を助けようと思いました」という感想がありました。また、第２回、第

３回は「プログラミング」教室を２4 日（水）２5 日（木）に狭山台

中学校のパソコン室を使わせていただき、3.4 年生と 5.6 年生

の２部にわけて実施しました。金井先生、青木先生他 4 名の先

生方に、アニメーションの基礎やプログラミング用語などを教えて

いただき参加者は各々課題や動画作りに意欲的に取り組んでい

ました。 

 
第３回ふじみ寿大学「みんなで合唱」を行いました 

 
７月２５日（木）の第３回ふじみ寿大学は、

川村音楽教室の磯田先生を講師にお迎えし、「みんなで合

唱」をテーマに実施しました。参加者の皆さんは、懐かしい

童謡、唱歌、歌謡曲やフォークソングなど、明るく楽しく歌い

ました。「大きな声で歌ってストレス解消になった。」「昔歌っ

た歌を思い出しながら歌ったので、その時の記憶がよみが

えってきました。」等、とても充実したひと時を過ごせたことが

わかる感想を沢山いただきました。改めて歌（音楽）の素晴ら

しさを感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山市七夕の妖精  おりぴぃ  
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DVDを見て、ボランティアのことや人権

について楽しく学習しました。 

 

プログラミングでは、動物を

動かしたり、迷路をつくったり

しました。 

正面に投映した歌詞を見て、楽しく

歌っています。 
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日にち 行事内容  日にち 行事内容  

８/9(金) 集会所だより８月号発行  9/7（土） 第４回小学生ふれあい教室「折り紙」 

８/15(木) ユニスポを楽しもう!! 9/10（火） 集会所だより９月号発行  

9/4（水） 第１回写真講座    

【休所日】 8/12（月・振）、19（月）、９/16(月・振)、２３(月・振) 

【夜間休所日】8/13（火）、15（木）、20（火）、27（火）、31（土） 、9/３(火)、２４(火) 

 
中学生ふれあい教室を行いました 
 
７月 23，30，31 日の 3 日間、市内の中学生を対象に、「中学生ふれあい教室」を実施しま

した。この講座は、中学生に学校とは少し違う視点から、「さまざまな学び」を体験したり、色々な

立場の人の話を聞くことで、望ましい人権感覚を身につけることを目的として毎年実施していま

す。（下表） 

プログラミング体験        お金について考えよう    カーレット体験と人権学習  

 

 

 

 

 

 ７月 23 日（火） 7 月 30 日（火） 7 月 31 日（水） 

内  容  
プログラミングを 

体験しよう 

将来に向けてお金に 

ついて考えてみよう 

カーレット体験と 

人権学習  

講  師  
金井  清  氏  

青木  博  氏  他 4 名  

富士見集会所  

伊藤  社会教育指導員  

狭山カーレットクラブ 

まぜこぜ代表  堀  充  氏  

参加した生徒からは、第１回では「プログラムの仕組みやプログラミングの始め方など色々な

話をしていただいた。そのお話がとてもおもしろく共感できた。パソコンに興味があるので大人に

なって活用できるように家に帰って復習したい。」第２回では「お金の流れについて知ることがで

きた。ローンやカード、利息について理解できてよかった。」などの感想がありました。 

特に、３回目の「カーレット体験と人権学習」では「人権について知ることができ、障がいの新

しい考え方に気づくことができた。また、カーレットはどんな人でもできるように色々な工夫がされ

ていた。またやりたい。」「２回目の参加でしたが、色々な人とやると楽しいと思いました。できない

ものはやれないのではなくて、できないことをどうやったらできるのか考えることが大切だと思いま

した。」などの感想もありました。各講座を実施する目的として家庭での対話が人権教育の大切

な一歩と考え、参加した生徒の皆さんには、「学んだことをぜひ、家庭での話題の一つにしてほし

い。」という話をしました。今回の中学生ふれあい教室も様々な学習を通して、「人との新しい出

会いやふれあいや共に協力して学び合うなど多くのことを体験し、とても充実していた。」という感

想が聞かれました。  

８月から９月の主な予定  


